
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
現
行
水
準

を
維
持
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

支
給
内
容
の
拡
大
は
難
し
い
。
拡
大

す
る
考
え
は
な
い
。 

④
点
目
、
川
棚
町
の
現
在
の
基
準

１
・
３
倍
は
決
し
て
厳
し
い
基
準
で

は
な
い
。 

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
数

は
、
年
々
増
加
傾
向 

で
あ
り
、
こ

れ
以
上
引
き
上
げ
る
こ
と
は
財
政

的
に
非
常
に
厳
し
い
。
基
準
を
引
き

上
げ
る
考
え
は
な
い
。 

⑤
点
目
、
本
町
の
奨
学
金
は
、
教

育
基
本
法
第
４
条
第
３
項
の
「
国
及

び
地
方
公
共
団
体
は
、
能
力
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に

よ
っ
て
就
学
が
困
難
な
も
の
に
対

し
て
奨
学
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
に
基
づ
い

て
、
金
銭
の
貸
与
を
行
う
制
度
で
あ

る
。
昭
和
３
９
年
に
書
か
れ
た
条
例

で
あ
り
、
社
会
情
勢
な
ど
も
当
時
と

は
変
わ
っ
て
お
り
奨
学
金
の
主
旨

を
活
か
し
つ
つ
現
状
に
即
し
た
表

現
を
今
後
検
討
し
た
い
。 

⑥
点
目
、
奨
学
金
の
貸
与
者
が
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
償
還
が
始
ま

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
月
額
は
最

も
高
い
も
の
で
月
額
９
千
円
で
あ

る
。
特
別
な
事
情
が
あ
る
も
の
に
対

し
て
は
２
カ
年
以
内
の
償
還
期
間

延
長
の
規
定
も
あ
る
。
よ
っ
て
今
の

と
こ
ろ
現
状
の
制
度
で
問
題
は
な

い
と
考
え
る
。 

 

       
 

                         

                                

                                

 

教
育
長 

一
点
目
の
①
に
つ
い
て
現
在
、
民

生
児
童
委
員
の
意
見
を
求
め
て
就

学
援
助
申
請
を
認
定
す
る
こ
と
は

行
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
公
式

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
中
の
「
民
生
児
童

委
員
の
意
見
を
求
め
る
」
は
、
実
態

に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
り
早
急

に
削
除
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。 

実
態
に
即
し
た
見
直
し
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
。 

②
点
目
に
つ
い
て
、
在
学
児
童
生

徒
に
つ
い
て
は
４
月
の
教
育
委
員

会
会
議
で
認
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

転
入
生
等
、
中
途
申
請
の
必
要
性
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
学
校
で
随
時
受

け
付
け
、
直
近
の
教
育
委
員
会
に
お

い
て
認
定
を
行
っ
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
就
学
援
助
の
随
時

受
け
付
け
は
、
現
在
も
行
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。 

③
点
目
、
平
成
２
２
年
度
の
制
度

改
正
に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
ク
ラ
ブ

活
動
費
、
生
徒
会
費
が
追
加
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
準
要
保
護
者
の
就

学
援
助
は
平
成
１
７
年
度
に
国
の

援
助
が
廃
止
さ
れ
市
町
村
へ
の
地

方
交
付
税
措
置
と
な
り
、
国
庫
補
助

対
象
事
業
か
ら
外
さ
れ
た
。
ま
た
、

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
者
数

は
、
こ
の
１
０
年
間
で
約
１
・
５
倍

の
１
８
１
名
と
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。 

     久
保
田
か
ず
え
町
議 

第
一
に
、
子
供
の
就
学
支
援
な
ど
に
つ

い
て
。 

日
本
国
憲
法
で
は
第
２
６
条
に

「
全
て
の
国
民
は
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て

等
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
」
と
あ
り
、
学
校
教
育
法
で
は
「
経

済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
は
、
市
町
村
は
必
要
な
援
助
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。 

川
棚
町
の
児
童
生
徒
の
学
び
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
次
の
点
に
つ
い
て
尋

ね
る
。 

１
、
申
請
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

公
式
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
「
民
生
員 

に
対
し
て
助
言
を
求
め
る
」
と
言
う
文

言
を
削
除
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

２
、
就
学
援
助
希
望
申
請
書
の
提
出
期

限
は
、
現
在
年
１
回
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
学
び
の
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
随
時
受
け
付
け
と
す
る
考

え
は
な
い
か
。 

３
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
、
就
学
援
助

に
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
生

徒
会
費
の
支
給
内
容
が
拡
大
さ
れ
た
。

し
か
し
、
準
要
保
護
の
国
庫
補
助
が
廃

止
さ
れ
準
要
保
護
の
補
助
は
地
方
交
付

金
の
一
般
財
源
化
さ
れ
た
た
め
に
、
新

３
項
目
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
本
町

と
し
て
、
対
応
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

４
、
命
を
守
る
最
後
の
砦
で
あ
る
生
活

保
護
制
度
。 

安
倍
政
権
は
利
用
者
の
生
活
実
態
を
み

な
い
ま
ま
生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ

な
ど
で
、
保
護
費
を
削
減
す
る
方
針
で

あ
る
。 

引
き
下
げ
は
１
０
％
を
上
限
に
平
均

６
・
５
％
、
９
６
％
の
世
帯
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
就
学
援
助
制
度
に

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
就
学
援
助
制
度

に
も
大
き
く
影
響
し
、
準
要
保
護
世

帯
で
打
ち
切
ら
れ
る
世
帯
が
出
て

き
ま
す
。 

準
要
保
護
の
給
付
額
を
現
在
の
基

準
１
・
３
倍
を
引
き
上
げ
る
考
え
は

な
い
か
。 

  

５
、
教
育
基
本
法
第
４
条
で
は
「
全

て
の
国
民
は
等
し
く
そ
の
能
力
に

応
じ
て
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
権
、
心
情
、

性
別
、
社
会
的
身
分
、
経
済
的
地
位
、

ま
た
は
門
地
に
よ
っ
て
教
育
上
差

別
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。 

ま
た
、
奨
学
金
制
度
で
は
、
経
済
的

理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
困
難
で
あ

れ
ば
、
だ
れ
で
も
教
育
の
機
会
均
等

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

本
町
の
奨
学
金
制
度
の
貸
付
資
格

に
は
５
つ
の
項
目
が
あ
り
、
特
に
３

番
目
に
「
品
行
方
正
、
学
業
優
秀
、

身
体
の
強
健
な
も
の
」
と
あ
る
。
教

育
基
本
法
、
奨
学
金
制
度
の
精
神
か

ら
逸
脱
し
て
お
り
、
削
除
す
る
考
え

は
な
い
か
。 

６
、
奨
学
金
の
償
還
期
限
を
見
直
す

考
え
は
な
い
か
尋
ね
ま
す
。 
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久保田かずえ町議 

就
学
援
助
申
請
は
民
生
委
員
の
意
見
不
要 

久
保
田
か
ず
え
町
議
は
、
２
０
１
３
年
６
月
町
議
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
の

学
ぶ
問
題
や
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。 

 


